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NAG●YA Repositoryとは？

・名古屋大学の研究成果の保管庫

・インターネットで自由に利用できる
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研究者のメリット①

たくさんの人に見てもらえる

＝可視性（visibility）の向上

（例）Googleから検索できる …など

↓

引用が増える
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研究者のメリット②

大学で責任を持って保存する

 URLが変わらない

URL: http://hdl.handle.net/2237/4377

NAGOYA Repository

を表す 論文固有の
番号
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登録の方法

 E-mailで送るだけ
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研究成果はなんでも歓迎！

雑誌に掲載された論文

学位論文

科研費報告書

学会発表資料

授業の資料 …など

→著者最終稿
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著者最終稿って何?
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著作権について

海外の出版社の9割が認めている

RoMEOプロジェクトの調査結果より
http://romeo.eprints.org/stats.php

5946
68%

2131
25%

604
7%

ポストプリント（査読後
の著者最終稿）の自主
保管を認める雑誌

プレプリント（査読前の
投稿原稿）の自主保管
を認める雑誌

自主保管を認めない雑
誌
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よくある質問①

（問）10名を超える共著者がいる。この全
員に許諾を得なくてはならないのか？

⇒共著者全員の許諾が必要です。
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よくある質問②

（問）特許に関する論文だから、公開したく
ない。

⇒登録しなくてもかまいません。
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よくある質問③

（問）電子ジャーナルがあるのに、リポジト
リで無料公開する理由がわからない。

⇒電子ジャーナルは無料ではありません。
（電子ジャーナルは有料の契約が必要）
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http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp
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問合せ先

http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/

＜お問合せ＞

名古屋大学附属図書館内

学術電子情報掛（棚橋・山本）

内線：3691

検索も、登録要領も
このＵＲＬから
ご覧ください

http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp
http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp
http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp

